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連 結 注 記 表
株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
個 別 注 記 表
(2021年４月１日から2022年３月31日まで)

連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」及び計算書類
の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」につきましては、法令及び当社
定款第14条の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイト
（https://www.sakaitrading.co.jp/）に掲載することにより株主の皆
様に提供しております。

法令及び定款に基づく
インターネット開示事項

堺商事株式会社



( 2021年 4 月 1 日から
2022年 3 月31日まで )

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計
2021年４月１日期首残高 820,000 697,400 6,229,311 △79 7,746,632
連結 会 計年 度 中の 変 動額

剰 余 金 の 配 当 － － △126,910 － △126,910
親会社株主に帰属する当期純利益 － － 746,092 － 746,092
自 己 株 式 の 取 得 － － － △407 △407
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額) － － － － －

連結会計年度中の変動額合計 － ― 619,182 △407 618,774
2022年３月31日期末残高 820,000 697,400 6,848,494 △487 8,365,407

（単位：千円）
その他の包括利益累計額

非 支 配 株
主 持 分

純 資 産
合 計その他有価証

券評価差額金
繰 延 ヘ ッ
ジ 損 益

為 替 換 算
調 整 勘 定

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

2021年４月１日期首残高 199,320 13,164 95,822 308,306 454,736 8,509,675
連結 会 計年 度 中の 変 動額

剰 余 金 の 配 当 － － － － － △126,910
親会社株主に帰属する当期純利益 － － － － － 746,092
自 己 株 式 の 取 得 － － － － － △407
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額) △18,765 △3,744 145,110 122,601 117,225 239,826

連結会計年度中の変動額合計 △18,765 △3,744 145,110 122,601 117,225 858,601
2022年３月31日期末残高 180,554 9,420 240,933 430,907 571,961 9,368,276

連結株主資本等変動計算書
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連結注記表

連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記
１. 連結の範囲に関する事項

⑴ 連結子会社の数 ６社
連結子会社の名称
SAKAI TRADING NEW YORK INC.、SAKAI AUSTRALIA PTY LTD.、堺商事貿易（上海）有限公司、
台湾堺股份有限公司、PT. S&S HYGIENE SOLUTION、SAKAI TRADING (THAILAND) CO., LTD.

⑵ 非連結子会社の名称等
韓国堺商事株式会社

（連結の範囲から除いた理由）
非連結子会社は小規模であり、総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に
見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないためであります。

２. 持分法の適用に関する事項
持分法を適用していない非連結子会社の名称等
韓国堺商事株式会社
（持分法を適用していない理由）

持分法を適用していない非連結子会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う
額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても
重要性がないためであります。

３. 連結子会社の事業年度等に関する事項
全ての連結子会社の決算日は、12月31日であります。
連結計算書類の作成に当たっては、個々の決算日現在の計算書類を使用し、連結決算日との間に生じた重要
な取引については、連結上必要な調整を行っております。

４. 会計方針に関する事項
⑴ 重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法
その他有価証券
　市場価格のない株式等以外のもの
　　決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価

は移動平均法により算定）
　市場価格のない株式等
　　移動平均法による原価法
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建物及び構築物  2 ～30年
機械装置及び運搬具  2 ～16年
工具、器具及び備品  2 ～20年

②デリバティブ等の評価基準及び評価方法
　デリバティブ
　　時価法
③棚卸資産の評価基準及び評価方法

通常の販売目的で保有する棚卸資産
　主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ

り算定）
⑵ 重要な減価償却資産の減価償却の方法

①有形固定資産
定額法によっております。
なお、耐用年数については以下のとおりであります。

②無形固定資産
定額法によっております。
なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（4～５年）に基づく定
額法によっております。

⑶ 重要な引当金の計上基準
①貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定
の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

②賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、賞与支給見込額に基づき計上しております。

③役員賞与引当金
役員賞与の支出に備えて、当連結会計年度における支給見込額に基づき計上しております。

⑷ 退職給付に係る会計処理の方法
当社グループは、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職一時金制度については退職給付
に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とし、また、企業年金制度については、直近の年金財政計
算上の数理債務をもって退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
なお、年金資産が退職給付債務を超過する場合には、投資その他の資産に「退職給付に係る資産」とし
て計上しております。
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⑸ 収益及び費用の計上基準
当社グループは、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日公表分）及
び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日公表
分）を適用しており、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと
交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。
なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は
製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通
常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。また、輸出取引は、取引条件に応じて商
品又は製品の船積完了時または着荷時に収益を認識しております。
商品の販売のうち、当社グループが代理人に該当すると判断したものについては、他の当事者が提供す
る商品と交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認識しておりま
す。

⑹ 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し
ております。
なお、在外子会社等の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は、
期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持
分に含めております。

⑺ 重要なヘッジ会計の方法
①ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理によっております。
また、為替予約が付されている外貨建金銭債権債務については、振当処理を行っております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段
　為替予約
ヘッジ対象
　輸出取引による外貨建売上債権、輸入取引による外貨建仕入債務等及び外貨建予定取引

③ヘッジ方針
為替予約取引については、輸出入取引に係る為替変動のリスク回避のため、外貨建の債権及び債務に
ついて実需に基づき利用しております。

④ヘッジ有効性評価の方法
為替予約は、為替予約の締結時にリスク管理方針に従って、外貨建による同一金額で同一期間の為替
予約をそれぞれ振当てているため、その後の為替相場の変動による相関関係は完全に確保されてお
り、その判断をもって有効性の判定に代えております。
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繰延税金資産（相殺前） 89,833千円

会計方針の変更に関する注記
（収益認識に関する会計基準等の適用）

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい
う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該
財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。
これにより、一部の取引について、従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識していましたが、
顧客への財又はサービスの提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から受
け取る額から仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識することといたしました。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ
ており、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年
度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。
この 結果 、 従来 の 方法 に 比 べて 、 当連結会計年度 の 売上高 は32,525,495千円減少 し 、 売上原価 は
32,519,660千円減少し、売上総利益及び営業利益はそれぞれ5,834千円減少しております。また、利益剰余
金の当期首残高への影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」とい
う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」
（企業会計基準第10号 2019年7月4日）第44－2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等
が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結計算書類に与える影響
はありません。

会計上の見積りに関する注記
１. 繰延税金資産の回収可能性

⑴ 当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額

⑵ その他の情報
繰延税金資産は、将来減算一時差異を利用できる課税所得が生じる可能性が高い範囲内で認識しており
ます。課税所得が生じる可能性の判断においては、将来獲得しうる課税所得の時期及び金額を合理的に
見積り、金額を算定しております。これらの見積りは将来の不確実な経済状況及び会社の経営状況の影
響を受け、実際に生じた時期及び金額が見積りと異なった場合、翌連結会計年度以降の連結計算書類に
おいて認識する金額に重要な影響を与える可能性があります。
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１. 輸出手形割引高 437千円
２. 有形固定資産の減価償却累計額 1,156,205千円

株式の種類 当連結会計年度末
普通株式（千株） 1,813

決議 株式の種類 配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円） 基準日 効力発生日

2021年 5 月11日
取締役会 普通株式 63,456 35.00 2021年 3 月31日 2021年 6 月 2 日

2021年11月 5 日
取締役会 普通株式 63,453 35.00 2021年 9 月30日 2021年12月 1 日

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2022年 5 月11日
取締役会 普通株式 利益剰余金 99,708 55.00 2022年 3 月31日 2022年 6 月 2日

連結貸借対照表に関する注記

連結株主資本等変動計算書に関する注記
１. 発行済株式に関する事項

２. 配当に関する事項
⑴ 配当金支払額

⑵ 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

金融商品に関する注記
１. 金融商品の状況に関する事項

⑴ 金融商品に対する取組方針
当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、また、資金調達については銀行借入に
よる方針であります。デリバティブは、後述するリスクを回避するために利用し、投機的な取引は行い
ません。

⑵ 金融商品の内容及びリスク並びにリスク管理体制
営業債権である受取手形及び売掛金、並びに電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されております。
当該リスクに関しては、当社グループの与信管理規程に従い、取引先ごとの回収条件管理及び与信限度
管理を行うとともに、定期的に信用状況を把握する体制をとっております。
投資有価証券である株式は、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、主に業務上の関係を有する
企業の株式であり、また、取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。
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連結貸借対照表
計上額

（千円）
時価

（千円）
差額

（千円）

投資有価証券（※2）

　その他有価証券 468,436 468,436 －

資産計 468,436 468,436 －

デリバティブ取引（※3） 9,931 9,931 －

営業債務である支払手形及び買掛金、並びに電子記録債務は、全て１年以内の支払期日であります。
借入金については、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であります。短期借入金は変動金利のた
め金利の変動リスクに晒されておりますが、借入期間が概ね３ヶ月と短期であり、金利の計算期間も同
一期間であることから、当該リスクは限定的であります。
デリバティブ取引は、外貨建債権債務に係る為替の変動リスクに対するヘッジ取引を目的とした為替予
約取引であります。ヘッジの有効性の評価方法については、為替予約取引における振当処理の要件を満
たしているため、その判断をもって有効性の判定に代えております。
デリバティブ取引の執行・管理については、リスク管理方針（デリバティブ管理規程）に従って行って
おり、また、利用に当たっては、信用リスクを軽減するために、格付の高い金融機関とのみ取引を行っ
ております。
また、営業債務や借入金は、流動性リスクに晒されておりますが、毎月継続的に資金計画を作成するな
どの方法により管理しております。

⑶ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額
が含まれております。

２. 金融商品の時価等に関する事項
2022年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま
す。

（※1）「現金及び預金」、「受取手形及び売掛金」、「電子記録債権」、「支払手形及び買掛金」、「電
子記録債務」、「短期借入金」及び「未払法人税等」については、短期間で決済されるため時価が
帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。
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区分 当連結会計年度（千円）
非上場株式 31,429

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券 468,436 － － 468,436

デリバティブ取引

通貨関連 － 9,931 － 9,931

資産計 468,436 9,931 － 478,368

（※2）以下の金融商品は、市場価格がないため「投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品
の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

（※3）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務とな
る項目については、（　）で示しております。

３. 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の3つのレベルに
分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時
価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算
定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ
属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

時価で連結貸借対照表に計上している金融商品

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券

上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その
時価をレベル１の時価に分類しております。

デリバティブ取引
時価の算定方法は、取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しており、レベル２の時価に
分類しております。
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報告セグメント
合計

（千円）国内法人
（千円）

在外法人
（千円）

顧客との契約から生じる収益 10,100,771 2,633,102 12,733,873
その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 10,100,771 2,633,102 12,733,873

当連結会計年度
（千円）

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 11,216,197
顧客との契約から生じた債権（期末残高） 14,303,261

契約負債（期首残高） 319,599
契約負債（期末残高） 306,380

１. １株当たり純資産額 4,852円13銭
２. １株当たり当期純利益 411円53銭

収益認識に関する注記
１.　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（注）セグメント間の内部取引控除後の金額を表示しております。

２.　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
「連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記　４.会計方針に関する事項　⑸　収益及
び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

３.　当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
顧客との契約から生じた債権及び契約負債の期首残高及び期末残高は、以下のとおりであります。

契約負債は主に、商品または製品の引渡前に顧客から受け取った対価であり、連結貸借対照表上、流動負債
のその他に含まれております。

１株当たり情報に関する注記
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( 2021年 4 月 1 日から
2022年 3 月31日まで )

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金
資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金 資本剰余金合計
2021年 4 月 1 日期首残高 820,000 697,400 697,400
事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － － －
当 期 純 利 益 － － －
自 己 株 式 の 取 得 － － －
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額) － － －

事業年度中の変動額合計 － － －
2022年 3 月31日期末残高 820,000 697,400 697,400

（単位：千円）
株 主 資 本

利 益 剰 余 金

自 己 株 式 株 主 資 本
合 計利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合 計別途積立金 繰 越 利 益

剰 余 金
2021年 4 月 1 日期首残高 111,950 4,200,000 1,306,604 5,618,554 △79 7,135,875
事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － － △126,910 △126,910 － △126,910
当 期 純 利 益 － － 623,522 623,522 － 623,522
自 己 株 式 の 取 得 － － － － △407 △407
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額) － － － － － －

事業年度中の変動額合計 － － 496,612 496,612 △407 496,204
2022年 3 月31日期末残高 111,950 4,200,000 1,803,216 6,115,166 △487 7,632,079

株主資本等変動計算書
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（単位：千円）
評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証 券
評 価 差 額 金 繰延ヘッジ損益 評 価 ・ 換 算 差

額 等 合 計
2021年 4 月 1 日期首残高 199,320 13,164 212,484 7,348,359
事 業 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 － － － △126,910
当 期 純 利 益 － － － 623,522
自 己 株 式 の 取 得 － － － △407
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額) △18,765 △3,744 △22,509 △22,509

事業年度中の変動額合計 △18,765 △3,744 △22,509 473,694
2022年 3 月31日期末残高 180,554 9,420 189,974 7,822,054
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建物  2 ～30年
車両運搬具  2 ～ 6 年
工具、器具及び備品  2 ～20年

個別注記表
重要な会計方針に係る事項に関する注記
１. 資産の評価基準及び評価方法

⑴ 有価証券の評価基準及び評価方法
子会社株式
　　移動平均法による原価法
その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定）
市場価格のない株式等
　移動平均法による原価法

⑵ デリバティブ等の評価基準及び評価方法
デリバティブ
　時価法

⑶ 棚卸資産の評価基準及び評価方法
通常の販売目的で保有する棚卸資産
　　移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

２. 固定資産の減価償却の方法
⑴ 有形固定資産

定額法によっております。
なお、耐用年数については以下のとおりであります。

⑵ 無形固定資産
定額法によっております。
なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法に
よっております。

３. 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま
す。

４. 引当金の計上基準
⑴ 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の
債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

⑵ 賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、賞与支給見込額に基づき計上しております。
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⑶ 役員賞与引当金
役員賞与の支出に備えて、当事業年度における支給見込額に基づき計上しております。

⑷ 退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計
上しております。企業年金制度の退職給付引当金及び退職給付費用の計算については、直近の年金財政
計算上の数理債務をもって退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。
なお、年金資産が退職給付債務を超過する場合には、投資その他の資産に「前払年金費用」として計上
しております。

５. 収益及び費用の計上基準
当社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日公表分）及び「収益
認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日公表分）を適用
しており、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け
取ると見込まれる金額で収益を認識しております。
なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品の国
内の販売において、出荷時から当該商品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場
合には、出荷時に収益を認識しております。また、輸出取引は、取引条件に応じて商品の船積完了時ま
たは着荷時に収益を認識しております。
商品の販売のうち、当社が代理人に該当すると判断したものについては、他の当事者が提供する商品と
交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認識しております。

６. ヘッジ会計の方法
⑴ ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理によっております。
また、為替予約が付されている外貨建金銭債権債務については、振当処理を行っております。

⑵ ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段
　為替予約
ヘッジ対象
　輸出取引による外貨建売上債権、輸入取引による外貨建仕入債務等及び外貨建予定取引

⑶ ヘッジ方針
輸出入取引に係る為替変動のリスク回避のため、外貨建の債権及び債務について実需に基づき為替予約
取引を利用しており、投機目的のための為替予約等取引は行わない方針であります。

⑷ ヘッジ有効性評価の方法
為替予約の締結時にリスク管理方針に従って、外貨建による同一金額で同一期間の為替予約をそれぞれ
振当てているため、その後の為替相場の変動による相関関係は完全に確保されており、その判断をもっ
て有効性の判定に代えております。
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会計方針の変更に関する注記
（収益認識に関する会計基準等の適用）

 「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい
う。）等を当事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又
はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。
これにより、一部の取引について、従来は、顧客から受け取る対価の総額を収益として認識していましたが、
顧客への財又はサービスの提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額
から仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識することといたしました。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ
ており、当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年度の期首
の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。
この結果、従来の方法に比べて、当事業年度の売上高は31,975,059千円減少し、売上原価は31,969,224千
円減少し、売上総利益及び営業利益はそれぞれ5,834千円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高
への影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年7月4日。以下「時価算定会計基準」とい
う。）等を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企
業会計基準第10号 2019年7月4日）第44－2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定
める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、計算書類に与える影響はありま
せん。
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繰延税金資産（相殺前） 68,202千円

１. 輸出手形割引残高 437千円
２. 有形固定資産の減価償却累計額 209,265千円

短期金銭債権 2,159,981千円
短期金銭債務 5,351,322千円

売上高 1,853,741千円
仕入高 836,465千円

営業取引以外の取引による取引高 54,684千円

普通株式 0千株

会計上の見積りに関する注記
1. 繰延税金資産の回収可能性

⑴ 当事業年度の計算書類に計上した金額

⑵ その他の情報
繰延税金資産は、将来減算一時差異を利用できる課税所得が生じる可能性が高い範囲内で認識しており
ます。課税所得が生じる可能性の判断においては、将来獲得しうる課税所得の時期及び金額を合理的に
見積り、金額を算定しております。これらの見積りは将来の不確実な経済状況及び会社の経営状況の影
響を受け、実際に生じた時期及び金額が見積りと異なった場合、翌事業年度以降の計算書類において認
識する金額に重要な影響を与える可能性があります。

貸借対照表に関する注記

３. 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）

損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

営業取引による取引高

株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数
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繰延税金資産
関係会社株式等評価損 69,831千円
貸倒引当金 45,073千円
賞与引当金 38,700千円
投資不動産評価損 16,661千円
会員権評価損 13,347千円
その他 36,546千円

繰延税金資産小計 220,160千円
　評価性引当額 △151,957千円
繰延税金資産合計 68,202千円

繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △74,349千円
繰延ヘッジ損益 △4,037千円
前払年金費用 △8,055千円

繰延税金負債合計 △86,442千円
繰延税金資産（△は負債）の純額 △18,239千円

税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
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種類 会社等の名称
又は氏名

議決権等の
所有(被所有)

割合
関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

親会社 堺化学工業
株式会社

(被所有)
直接 ・同社製品の購入

及び原料の納入
・役員の兼任

同社製品の購入 300,936 買掛金 5,305,020

64.0％ 原料の納入 1,509,524 売掛金 1,598,091

種類 会社等の名称
又は氏名

議決権等の
所有(被所有)

割合
関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

子会社 SAKAI TRADING
NEW YORK INC.

(所有)
直接

100.0％

・当社対米貿易の
窓口商社

・役員の兼任

化学工業製品等の
販売
（注１）

251,557 売掛金 333,118

子会社 PT. S&S HYGIENE
SOLUTION

(所有)
直接

55.0％

・同社製品の購入
及び原料の納入

・役員の兼任
・資金の貸付

貸付金の貸付
（注２） －

関 係 会 社
短 期 貸 付 金 624,504

関 係 会 社
長 期 貸 付 金 798,259

種類 会社等の名称
又は氏名

議決権等の
所有(被所有)

割合
関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

親会社の
子会社

カイゲンファーマ
株式会社 なし 原料の納入 原料の納入 180,524 売掛金 532,467

関連当事者との取引に関する注記
１. 親会社

取引金額には消費税等を含まず、期末残高には消費税等を含めて表示しております。
取引条件及び取引条件の決定方針等
　同社製品の購入及び原料の納入については、市場価格を勘案した価格交渉の上で決定しております。また、回
収及び支払条件についても、一般の条件に準じた上で相互に同等な条件を設定しております。

２. 子会社

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注１）化学工業製品等の販売については、市場価格を勘案した価格交渉の上で決定しております。また、回収

条件についても、一般の条件に準じた上で設定しております。
（注２）資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。なお、担保は受け入れ

ておりません。

３. 兄弟会社

取引金額には消費税等を含まず、期末残高には消費税等を含めて表示しております。
取引条件及び取引条件の決定方針等
　原料の納入については、市場価格を勘案した価格交渉の上で決定しております。また、回収条件についても、
一般の条件に準じた上で設定しております。

－ 17 －



１. １株当たり純資産額
２. １株当たり当期純利益

4,314円72銭
343円92銭

収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報について、「連結注記表　収益認識に関する注
記」に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。

１株当たり情報に関する注記
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